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　ここで、躁うつ病の病前性格論についての議論を理解するために、笠原　嘉（1976）の論を参
照すると、うつ病ないし躁うつ病の病前性格についての議論は古くからあるが、この問題への関
心が寄せられる契機になったのは、ドイツのテレンバッハのメランコリー親和型性格の提唱であ
り、同時期に、下田光造の執着性格論に若干の修正を加えた平沢一の仕事によるところが大きい
という。
　テレンバッハのメランコリー性格論とは、几帳面性、秩序性に特徴づけられるが、笠原（1976）
は補足的に対他的配慮を持った秩序愛だとして、他人との円満な関係の維持に努める性格面も強
調した。それは、ただ秩序愛や固執性が強く、他者への配慮を欠く強迫的性格との違いを明確に
するためである。また、彼は、当時の精神科外来で、軽症ないし中等度のうつ病が急増し、その
増加分のほとんどがメランコリー親和型性格ないしは執着性格を病前性格とするところの単相う
つ病であったと指摘している。
　このように、躁うつ病の発症には、患者の病前性格が関与していると考えられている。具体的
には、下田の言うような几帳面、まじめ、熱中性であったり、テレンバッハ、笠原の言うような
几帳面、秩序性、対他的配慮などであろう。これらは、社会的に承認されるようないい成績、業
績を得ようと努める向上心や責任感に関係するとともに、強迫的にきっちり手抜きをしないでや
らないと取り返しがっかなくなるという不安に、常に駆り立てられている状態とも考えられる。
Salzman，　L．（1973）が強迫性の由来に関して、外界を支配していないと不安になることを指摘
し、健常者の強追的心性から、強迫神経症、その破綻としてのうつ病や統合失調症にいたる強迫
スペクトラムを提唱しているように、強迫性は破綻を防ぐための防衛として有効なのである。ま
た、彼は絶対的コントロールに固執するほど、強迫的パターンが心地よくなり、なかなか抜け出
せない安定したものになっていくことを指摘している。
　ここで、話をく決意〉のパターンに戻すが、例えば、「仕事は大変だがこれから働かない
といけない」というように前半では困難さや否定面がが記述され、後半ではそれを努力でなんと
かしようという意志が示されるものがく決意〉と評定される。ここには、現状への不安や不満と
それを打破してやり遂げようという几帳面さ、熱意がにじみ出ている。
　このような反応が多い被検者はメランコリー親和型性格とか執着性格に近い面を持っている人
が多いと考えられる。そうすると、SCT－Bの実施において、1ヶ月の間隔を置いて繰り返し実
施した場合も、几帳面であり固執する性格の彼らは、記憶をたどりながらなるべく同じ反応をし
ょうとしたことが考えられる。また、多少表現は変わったとしても、彼らの得意な「決意表明」
のパターンを確実に繰り返して書いたものと思われる。それは、社会的にも承認されている責任
感や熱心さにも通じるものであり、彼らは、その価値観を素直に受け容れているからである。ま
た、強迫的メカニズムから考えてみると、同じことを間違えず繰り返すことにより、彼らは、外
界をコントロールできていると感じることができるし、達成感を感じ安心感を得ることになるだ
ろう。
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　以上のように考えてみると、繰り返す几帳面さからも決意表明する熱心さからもく決意〉のパ
ターンの多い人は、このパターンに固執することが考えられるし、それは、強迫的メカニズムに
も裏打ちされている。このように要因が多重的であったために、飛び抜けて高い相関になったも
のと考えられる。
6．おわりに
　SCT－Bは、前半で一回完成した文章に「が」をつけて再度文章を完成させるという課題であ
る。「が」という接続助詞はこのような状況で使われた時には、前半と反対の面もしくは違う面
を書くように規定する力をもつ。それでも、敢えてく否定否定〉を繰り返したり、後半で自分に
関係づけたりする（〈自己〉）のは、その個人のパーソナリティの一側面が反映されているもの
と考えていいだろう。筆者は様々な他のパーソナリティ・テストとの相関や自験例からSCT－B
の反応パターンの性質を探ってきて、部分的に発表してきたが、この度それをまとめた（小林
2005）。その中で、再検査信頼性の部分が未発表だったのでその部分をまとめるとともに、少し
考察を深めた。
　このSCT－Bは、当然、パーソナリティ・テストの中では投映法に位置づけられるが、課題解
決の方法を反応パターンの個人内比率に投射させ、他者の比率と比較評価するという独特のテス
トである。被検者を葛藤状態におく心理的負荷検査ともいえる。このように「が」を取り込んで
もう一つ文章を書くときには、前半書いたものに関連してなおかつ違う事象を連想し、「が」を
挟んでもおかしくない文章構城を考えなくてはならない。かなり、高度な認知的課題である。偽
る余地も少ないのではないだろうか。
　パーソナリティはAllport，　G．W．（1937）によれば、「個人の内部で、環境への彼特有な適応を
決定するような、精神物理学的体系の力動的機構である。」と定義されている。多くの投映法、
作業検査法のパーソナリティ・テストも「環境への彼特有な適応」の一側面をそのテストの平面
上にとらえていると考えられる。しかし、今回、再検査信頼性のために二回実施してく決意〉の
パターンでこのような高い相関がでたことは、SCT－Bが、環境への反応の仕方をより直接的で
ダイナミックに拾い上げているのではないかとも考えられる。今後も研究を続けていきたい。
注
＊1　小林哲郎（1990b）に発表したものに加筆修正を加えた。
＊2　数値は小数点以下2桁に丸めてある。
＊3　〈決意〉の評定基準には二つの下位分類があり、それをDT－1、　DT－2としている。
＊4　この調査の被検者は大学生115名。MMP　Iは素点で計算したのでMf尺度は女性的興味の
　　高さを表す。
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